
第５回 伊都土地区画整理事業地内 

新設小学校（仮称）開校準備委員会 
 
 

日時：平成 27 年１月 19 日（月）13:30～ 

会場：西部地域交流センター（さいとぴあ） 

第１会議室 

 

 

～会 議 次 第～ 

 

 

【 議事 】 

 

 １ 新設小学校の校名案について 

   

（１）これまでの検討経過，今後のスケジュール予定 

 

（２）校名案に対する意見募集の結果 

 

 

２ 新設小学校の教育目標，通学路について 

   

 （１）検討体制と今後のスケジュール予定 

 

 

【 連絡事項 】 

 

○次回開催日程 

 平成 27 年３月 10 日（火）又は３月 13 日（金） 

 13:30～西部地域交流センター（さいとぴあ）第１会議室 

○議事（予定） 

 ・教育目標（案），通学路（案）について 

  



 １　新設小学校の校名案について

　（１）これまでの検討経過，今後のスケジュール予定

時期

・校名の基本的な考え方，選定方法の確認

・

＜参考＞

　第４回開校準備委員会における「西都小学校」の主な選考理由

　○その他の校名案に関する意見

　　・地名にこだわらない新しい校名や女原小学校という意見もあった。  

H27年２月頃
【予定】

・ 委員会ニュースにより地域・保護者の方へ開校準備委員会と
しての最終選定内容をお知らせ

H27年３月頃
【予定】

・ 選定された校名案による小学校設置条例の改正について，教
育委員会会議を経て，市議会で議決

11月中旬
～12月12日

地域・保護者の方に対する意見募集の実施

第５回委員会
（H27.１.19）

・ 意見募集の結果を踏まえ開校準備委員会としての選考案を，
最終的に選定

・

内容

会議で出された意見を踏まえ，地域等の各種団体にて校名案
を再度ご検討いただき，次回の会議で改めて検討することを
確認

第３回委員会
（H26.9.30）

第４回委員会
（H26.11.11）

開校準備委員会としては「西都小学校」を選考し，今後の意
見募集の結果を踏まえながら，最終的に決定を行うことで意
見がまとまった。

・

次ページ参照

・新しい地名の「西都」に由来し，新設校をイメージしやすく，西都１・２

丁目から新設校に通う児童の割合が最も多い。

・近隣の西部地域交流センターの愛称である「さいとぴあ」と響きが似てお

り，馴染みやすい。

・西区の”西”にある学校ということで所在（場所）をイメージしやすい。



①意見募集の方法等

②意見の数及び意見要旨

　下記のとおり，計８名の方々より意見の提出をいただいた。

◆賛成意見（４名）

1

2

3

4

◆反対意見（４名）

5

6

7

8

●西都小学校で良いと思います。
　町内名と同じところと，西に発展する意味でも良いことだと思います。

 （２）　校名案に対する意見募集の結果について

意　見　要　旨

●校名に賛成です。以下理由です。
　・地域名と合っていてよい。
　・覚えやすい。小学生でも漢字で書きやすい。
　・外国の方でも発音しやすのでは（今後は外国籍の児童も増えると思うので）
　・新しい地域名で新しい学校にふさわしい。

●語呂がよいと思います。（西都小，サイトショー，さいとしょう，Saito　Sho）

●西都小学校で良いと思います。

●「徳永小」ｏｒ「女原小」が良いと思います。
　「西都」だと宮崎県のイメージが強いのですが。新しい地域だからこそ，前の地名を残すべきじゃないでしょうか。

●「女原小学校」を希望します。
　　元々の名前を残す方が，新しくなった背景や歴史を感じられると思います。何でも「さいと」だと分かりにくいとも思います。

●「塩鶴小学校」を提案します。
　理由１・・・女原は昔第69代天皇である後朱雀天皇の皇女が住んだことに地名の由来があります。付き添う女官の多さから付いた名前であり，元々は発音は
　　　　　　　「にょうばる」だったと思われ，それがなまって「みょうばる」になったのでしょう。皇女はこの地で皇子を出産され，産まれた皇子の名前が
　　　　　　　「塩鶴」で，この名前に基づく案です。
　理由２・・・女原の昔話につがいの鶴の伝説があります。昔，塩田（現在の区画整理の場所）に舞い降りたつがいの鶴の一羽が猟師に撃たれ傷付きます。
　　　　　　　その傷を治そうともう一羽が遠く朝鮮まで飛び高麗人参を運んで来る話です。「塩田」と「鶴」，塩鶴の伝説は単なる昔話ではありません。
　　　　　　　この地を中心にして大小古墳群が形成されるなど，古くから朝廷とのつながりが示唆される場所でもあります。
　・「塩鶴小」でダメなら素直に「女原小」にすべきです。
　・「西都」に歴史的意味はなく，予想どおりの提案にガッカリしました。女原であるのに他の地名が付くようでは我々の気持ちはどうなるのでしょうか。

●「女原北小学校」
　・新設校の所在地名が「女原北」である。
　・今後，さらに児童・生徒の増加し，西都に，もう一つ新設校ができた時に所在地として「西都」を使ってもいいのではないか。

期間 配布部数 方法

周船寺小学校 809

玄洋小学校 965

周船寺校区 1,155

玄洋校区 1,400

合計 4,329 　※地域の皆様への配布部数は，新設校の通学区域にあたる地域へ配布した部数

平成26年11月中旬～12月12日

平成26年11月中旬～12月12日

対象者

・学校から児童をとおして，委員会ニュース及び意見書を配布し回収

・新設校の通学区域にあたる地域には，公民館だよりとあわせて委員会ニュース（意見
　用紙付き）を配布し，公民館・西部出張所の意見回収箱で回収
・また，意見回収箱のある公民館・西部出張所にも意見用紙を別途設置し，回収

保護者の皆様

地域の皆様



２　新設小学校の教育目標，通学路について

　（１）　検討体制と今後のスケジュール予定

　　・新設小学校の教育目標や通学路については，子どもたちが円滑な開校を迎えること

　　　ができるよう現在の周船寺小学校・玄洋小学校の教育目標・通学路を踏まえながら

　　　下記のとおりワーキンググループを設置し検討を行ってまいります。

　　・ワーキンググループでの検討内容は，適宜，開校準備委員会へ報告し，ご意見を伺

　　　いながら教育目標や通学路を決定してまいります。

　　・教育目標や通学路を平成27年度中に決定し，28年度に具体的な教育指導計画や，

　　　必要に応じて，通学路の整備を行い，29年度の開校に向け準備を進めてまいりま

　　　す。

◆ワーキンググループメンバー

周船寺小学校校長・教頭等
玄洋小学校校長・教頭等
教育委員会学校指導課
教育委員会学校計画課

◆スケジュール（案）

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

ワーキンググ
ループ
（WG)によ
る検討

ワーキンググ
ループ
（WG)によ
る検討

通学路の
整備

教育目標

26年度 27年度

通学路案及び整備案の検討（警察，西区役所等との協議）

周船寺小・玄洋小との連携，学校指導課との協議 等

通学路決定
（11月）

教育目標の
検討（7月）

教育目標案
の提案
（３月）

教育目標
案の検討

意見等集約

通学路案
の検討

意見等集約

通学路案の
提案
（３月）

通学路案
の検討
（7月）

意見等反映

教
育
指
導
計
画
・校
務
分
掌
等

の
策
定

通
学
路
整
備

（歩
道
，
横
断
歩
道
等
）

教育目標の
決定（11月）

意見等反映


